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１４ 悩みごとの相談窓口について 

 
 大学生活を送るなかで、みなさんにはさまざまな悩みごとが起こってくるかもしれません。大学として相談

を受け付ける相談窓口（「人環人権相談窓口」「人環／総人学生相談室」「学生総合支援機構 学生相談部門」）

を設けていますから、自分で抱え込んで悩みごとが深刻化する前に相談に訪れてみて下さい。どちらの窓口を

訪ねてもかまいません。もちろん、相談の際、秘密は厳守されます。下記に簡単に紹介しますが相談の予約方

法など詳細は各ホームページをご覧ください。 
（https://www.h.kyoto-u.ac.jp/student/consultation/） 
 
【人環人権相談窓口】 

人間・環境学研究科の窓口です。人間・環境学研究科教職員が相談員です。 
◆相談の内容 
名前は「人権相談窓口」ですが、人権に限らず、学生諸君のさまざまな悩み事をひろく受け付けています。 

 ◆HP https://www.h.kyoto-u.ac.jp/student/consultation/human_rights/ 
 
【人環／総人学生相談室】 

人間・環境学研究科、総合人間学部が独自に開設している学生相談窓口です。 
◆相談の内容 

  「修学や進路に関すること」「対人関係に関すること」「心身の健康に関すること」「自分の性格に関するこ

と」「その他学生生活に関すること」など専門のカウンセラーが幅広く相談を受け付けています。参加者

同士で情報交換をするイベントや、院生協力員による個別相談も行っています。 
 ◆場所：総合人間学部棟１階（1104 講義室の北隣） 
 ◆開設時間：月曜から金曜 9：00～17：00（13：00～14：00 は休室）、 

留学生に対する相談（Counseling for foreign students）金曜 13：00～16：00 
 ◆HP https://www.h.kyoto-u.ac.jp/student/consultation/student_counseling_room/ 
    （人環HP 学生向け情報 ＞ 相談窓口 ＞ 学生相談室） 

X(旧Twitter) https://twitter.com/SouJin_CoRoom 
 
【学生総合支援機構 学生相談部門】 

大学全体のカウンセリングの専門機関です。学生相談、心理相談の専門スタッフが全学学生の相談に応じ

ます。（最新の情報はホームページで確認してください。） 
◆場所及び連絡先 
 学生相談センター吉田相談室は、本部キャンパス附属図書館の南側にある赤レンガの建物にあります。

ご連絡・お問い合わせは下記まで。 
 電子メール：yoshida-ssc＊mail.assdr.kyoto-u.ac.jp（＊を@に変えてください） 

※件名に「相談申し込み」という言葉を必ず入れてください 
◆開室時間 
 月曜から金曜（祝日を除く）の午前 9時から午後 5時まで 

 
【ハラスメントについて】 

もしあなたが、セクシャル・ハラスメントやアカデミック・ハラスメントというような、ハラスメントを

受けていると感じているなら、一人で悩まず、誰か信頼できる人に相談することが必要です。大学としては

上記の人権相談窓口で対応しています。相談窓口では、相談する人の意向を尊重し解決の方向性を探ります。

本人や友人だけで解決を図ることは困難なことも多いので、深刻な事態ではぜひ相談に訪れて下さい。相談

者のプライバシーには万全の注意を払いますので、安心して相談してください。 
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1.特定の学問分野を主軸とする専門的研究において、問題の設定からその解決方法の提示に至る研究過程に取り組む
ことのできる知識、能力ならびに熱意を有していること。

2.他者や異文化に対する理解を尽くした上で、自らの見解を形成し、それを豊かに表現するプレゼンテーション能力やコ
ミュニケーション能力、ならびにリーダーシップを持っていること。

3.人文科学・社会科学・自然科学を横断する幅広い知識と教養を身につけ、自らの専門分野のみに閉じこもらない、人
間・文明・自然に対する、多角的な視点や柔軟な発想力を培っていること。

4.「人間・環境学研究科」の名称にある「・」は、加算的な意味合いの「・」ではなく、乗算的な意味合いのそれである。この
名称が示唆するように、既成の知を熟知しているだけでなく、それを基盤に新たな創造的飛躍をなしうる知的軽やかさを
身につけていること。

人間・環境学研究科

が求める学生像

修
士
課
程

選択必修科目 選択科目

修 士 論 文

博士後期課程に編入学

京都大学大学院人間・環境学研究科のカリキュラム

博
士
後
期
課
程

【教養知科目】 1単位

研究を他者と語る

【
研
究
指
導
科
目
】

8
単
位

研
究

Ⅱ

学
術
越
境
基
礎

博
士
後
期
課
程
に
進
学

社会に

出て活躍

学
術
越
境
実
践

学術越境
プログラム

進
学
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施

【
研
究
公
正
科
目
】
1
単
位

研
究
倫
理
・研
究
公
正

研
究
公
正
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

必修科目 増加単位

学
術
越
境

研
究
計
画
2

学
術
越
境

研
究
計
画
1

課程博士B 8単位課程博士A 10単位

博士論文として総合論文提出

特別演習、特別セミナー

博士論文提出
特別演習、特別セミナー

特別研究Ⅱ レポートⅡ

特別研究Ⅱ レポートⅡ特別研究Ⅰ レポートⅠ

増加単位

１．それぞれの専門領域における高度な学識や学際的な幅広い視野に基づく研究能力を身につけていること。
２．「着想の独創性」、「問題解決の企画力」、「持続的努力」などの観点からめざましい学問的成果を上げていること。
３．上記のことを通して、新たな知的価値の創出に寄与できる研究職や高度な専門業務に従事するための優れた能力を培っていること。

博士学位の
授与基準

１．それぞれの専門領域における広範かつ深い学識や広い視野に基づく研究能力を身につけていること。
２．それらに基づく高度な分析・判断能力や論理的な論述能力を修得していること。

３．上記のことを通して、高度な専門性を必要とする職業を担うための優れた能力を培っていること。

修士学位の
授与基準

人間・環境学研究科では、環境、自然、人間、文明、文化を対象とする幅広い学問分野の越境を通して、人間と環境のあり方につ
いての根源的な理解を深めるとともに、近い将来だけではなく遠い未来をも見据えた先駆的研究の推進、教育研究における国際
連携の強化、自然科学・人文科学・社会科学の垣根を越えた総合的な産学官連携に資する研究と教育によって、人間及び環境の
問題に対して広い視野と高度な知識、高い倫理性と強い責任感をもって取り組むことのできる研究者、指導者、実務者を養成する
ことを目的とする。

教育研究上の目的

3
年
次

2
年
次

1
年
次

入
学
資
格

【研究指導科目】
【
教
養
知
科
目
】
2
単
位

教
養
教
育
実
習

学
際
研
究
演
習

事前講座

【
学
術
越
境
科
目
】

大学院博士前期課程修了又は修了見込の者で、修士論文等の審査及び口頭発表及び試問において十分な学
識と研究能力を有すると判定された者。

課程博士Ａ

博士前期課程修了後も引き続き社会人として研究を継続し論文・著書の刊行を通じて本研究科の研究目的に
沿った研究業績を既に発表している者。上記の業績の審査と口頭発表及び試問によって入学可否の判定を行う。

課程博士Ｂ

博
士
後
期
課
程
に
進
学

2
年
次

1
年
次

博 士 論 文

【学際知科目】 18単位以上

自講座開設科目
8単位以上

他講座開設科目等
10単位以内

研
究

Ⅰ

【研究公正科目】 1単位

研究倫理・研究公正

研究公正ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ

【学術越境科目】

2単位

必修科目

必修科目

必修科目 必修科目
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